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首都圏空港で計画されている機能強化（成田空港）

○成田空港は、現在でもピーク時間帯では需要が処理能力を上回っており、状況の改善が期待される
一方で、老朽化した旅客ターミナル・貨物施設等の空港施設の大幅な能力向上が必要不可欠

○成田空港の機能強化は、アジア諸国の成長を取り込み、日本経済の成長を図る重要な国家プロジェクト
であり、R6.7の関係閣僚会議において総理が機能強化の取組の加速を要請
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出典：「新しい成田空港」構想とりまとめ2.0概要（2024.7「新しい成田空港」構想検討会資料P.3,P.5より抜粋）



首都圏空港で計画されている機能強化（成田空港）

○成田空港全体の能力向上を図るため、滑走路延伸・新設のほかターミナル再編、新貨物地区等を整備
○土地利用規制の弾力的活用による空港隣接地との一体的運用等により、地域と一体的・持続的発展を図る
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出典：「新しい成田空港」構想とりまとめ2.0概要（2024.7「新しい成田空港」構想検討会資料P.12,P.18より抜粋）



首都圏空港の物流・人流について
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○成田空港は、国際貨物の取扱量が全国第一位であり、空港からの出荷先も都内が第一位
○成田空港へ到着した旅客のうち４割以上の目的地が東京都内であり、最も多い
○首都圏空港が一体となって機能を発揮するには都内への円滑なアクセスの確保が重要
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■空港別貨物取扱量順位（令和４年度）

（万トン/年）

■空港別乗降客数順位（令和４年度）
（百万人/年）

■成田空港・羽田空港の到着旅客の目的地（令和３年調査（平日））

■成田空港・羽田空港への輸入貨物の集中地（重量ベース、令和４年調査）
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空港機能強化に対応した高規格道路ネットワークのあり方について
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○現状では、千葉側（成田）は、東京側（羽田）に比べて都心からの高規格道路の経路選択が少なく課題有
○成田空港の機能強化に対応し、都内とのアクセスを考慮した広域道路ネットワーク整備の検討が必要
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東関道が通行止めの場合、
常磐道は成田空港と都心の
迂回路として利用

東西方向の幹線道路が不足
千葉NTを中心に今後も交通
需 要 の 増 加 が 想 定

今後の機能強化により、
貨物・旅客のより一層
の増大が予想

湾岸部は交通量が交通容量を超過
今後も交通需要の増 加 が 想 定



高速道路ネットワークの渋滞状況

○都心と千葉県湾岸地域を結ぶ高規格道路は京葉道路と東関東自動車道に限られる
○特に京葉道路は慢性的に渋滞が発生

■千葉県湾岸地域の高規格道路ネットワーク ■東関東自動車道の渋滞対策状況と渋滞発生状況
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■京葉道路の渋滞対策状況と渋滞発生状況
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発生している区間について記載 出典：渋滞データ（NEXCO東日本）
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○千葉県内の高規格道路は都心と千葉県湾岸地域を結ぶ区間に交通が集中
○NEXCO東日本管内の総道路延長において京葉道路が占める割合は、約1％に過ぎないが、
年間総利用台数は同管内の約１０％（年間約1億台）



京葉道路渋滞対策の概要
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○京葉道路の渋滞対策の一環として付加車線を設置する対策を実施

出典：第12回千葉県湾岸地区ボトルネック検討WG資料（R5.6）



武石IC→船橋IC（上り線）渋滞対策の概要
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○京葉道路船橋ＩＣ～武石ＩＣ間（上り線）は、サグや上り坂による速度低下等が原因で渋滞が発生
○付加車線整備後は、 R4の渋滞損失時間がR1と比べて約8割減少(55.1→12.3万台・時間)

出典：第12回千葉県湾岸地区ボトルネック検討WG資料（R5.6）
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千葉東ＪＣＴ付近（上り線）渋滞対策の概要
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○京葉道路貝塚ＩＣ～千葉東ＪＣＴ間（上り線）の渋滞により、千葉東金道路においても渋滞が発生
○付加車線整備後は、R1と比べてR4の千葉東金道路の渋滞損失時間は、約7割減少(4.2→1.3万台・時間)し、
千葉東金道路から京葉道路（下り線）方向の渋滞が緩和

■位置図 ■付加車線運用図
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付加車線運用 約1.3ｋｍ
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■交通量と渋滞損失時間の推移（大宮IC→千葉東JCT（上り線））

付加車線運用 約0.4ｋｍ千葉東JCT

千葉東JCT

至木更津至東京

【対策前】

【対策後】
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渋滞損失時間が
約7割減少

R2.8～付加車線運用開始

交通量は横ばい

出典：NEXCO東日本トラカンデータ、渋滞データ
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【対策前】 【対策後】
至 千葉東ＪＣＴ至 千葉東ＪＣＴ

京葉道路下り方向

追越車線走行車線

京葉道路上り方向京葉道路下り方向

追越車線走行車線

京葉道路上り方向

付加車線

京葉道路(上り方向)から
延伸する渋滞の影響を受ける

京葉道路(上り方向)から
延伸する渋滞の影響が緩和される

出典：第12回千葉県湾岸地区ボトルネック検討WG資料（R5.6）

■現地状況（大宮IC→千葉東JCT）



湾岸地域の渋滞状況

10出典：首都圏渋滞ボトルネック対策協議会資料（関東地整HP）を一部加工

○京葉道路は付加車線整備等の渋滞対策を推進しているが、依然として渋滞が発生
○京葉道路本線の渋滞のほか、ＩＣ出口周辺でも速度低下が発生
ＩＣに接続する路線も主要渋滞箇所・区間が連担し渋滞が広範囲に影響



花輪ＩＣ、幕張ＩＣ、武石ＩＣ京葉市川ＩＣ、原木ＩＣ、船橋ＩＣ

旅
行
速
度

車
線
数

京葉道路IC周辺道路について

11

凡例 車線数

1車線

2～3車線

4～5車線

6～7車線

8車線以上

主要渋滞箇所

※出典
ETC2.0プローブデータ（R4年1月～12月 7時～19時） 対象車種：全車

京葉市川IC

市
川
浦
安
線

市川柏線

下総中山停車場線

本八幡停
車場線

船橋埠頭線

船橋行徳線
原木IC

船橋IC

船橋
埠頭線 花輪IC

幕張IC

武石IC

船橋
我孫子線

千葉船橋
海浜線

幕張停車場線

船橋
停車場線

○原木・花輪・武石ＩＣは、ＩＣ出口周辺で旅行速度が20km/h以下
○交通量の多い国道・県道に接続し、主要渋滞箇所も周辺に多数存在



（参考）東関東自動車道 千葉北ＩＣ穴川ＩＣ

旅
行
速
度

車
線
数

京葉道路IC周辺道路について

12

凡例 車線数

1車線

2～3車線

4～5車線

6～7車線

8車線以上

主要渋滞箇所

凡例 車線数

1車線

2～3車線

4～5車線

6～7車線

8車線以上

主要渋滞箇所

※出典
ETC2.0プローブ
データ（R4年1月～12月

7時～19時）
対象車種：全車※出典

ETC2.0プローブデータ
（R4年1月～12月

7時～19時）
対象車種：全車

穴川IC

磯辺茂呂町線

犢橋町
１３号線

千葉北IC

東
寺
山
町
山
王
町
線

○穴川ＩＣはＩＣ出口周辺で旅行速度が20km/h以下
○接続する路線は交差点が短い距離で連担し、主要渋滞箇所が多数存在


